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１．環境経営方針 

 

環 境 経 営 方 針 
 

 

〔 環 境 理 念 〕 
 

株式会社庄司は、地球環境の保全が企業の果たすべき役割と認識し、古紙のリサイクル 

を通じて資源を有効活用し、事業活動において環境負荷の低減と汚染の予防に努めます。 

 

 

〔 環 境 行 動 〕 
 

１．エコアクション２１に基づく環境経営システムを構築し、継続的改善を図り、 

環境保全活動を維持・推進します。 

 

２．環境に関する法令、条例等の規制事項を遵守するとともに、その他の要求事項 

     に配慮し、環境保全に努めます。 

 

３．環境経営目標及び行動計画として下記の重点項目を設定し必要に応じて見直すこと 

によって環境経営方針に整合した活動を行います。 

＊ 二酸化炭素排出量の削減 

＊ 廃棄物排出量の削減 

＊ リサイクルの推進 

＊ 用水使用量の削減 

＊ 製品（再生紙原料）への有害化学物質の混入の削減 

 

４．環境コミュニケーションを通じて環境活動の状況を内外に伝達します。 

 

５．全従業員にこの環境経営方針を周知徹底します。 

 

 

 

２００７年 ９月 １日  

２０２１年４月１０日改訂 

株式会社 庄  司 

代表取締役 庄司紀昭 
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（株）庄 司 は、産業古紙を受入、選別、梱包して製紙会社に販売する事業者で、新聞紙 

等は扱わない。基本的に産廃は扱わない。紙粉のみが該当。 

 

２．組織の概要 

 

１）事業所名及び代表者氏名 

   株式会社 庄  司 

   代表取締役 庄 司  紀 昭 
 

２）所 在 地 

      ① 本   社 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町３丁目４番 10号 

   ② 神田営業所 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町３丁目 10番 11号 

   ③ 戸田営業所 〒335-0036 埼玉県戸田市早瀬１丁目 13番 22号 
 

３）環境管理責任者及び担当者連絡先 

   《 環境管理責任者 》 庄 司  紀 昭 

《 担  当  者 》 斉 藤  眞 子 

《 連  絡  先 》 ＴＥＬ 03-3262-0585   ＦＡＸ 03-3262-0508 

              E-mail y-shoji@zc5.so-net.ne.jp 
 

４）事業の規模 

設立年月日   １９９０年１月 

資 本 金   ３,０００万円 

売 上 高   ２５,４６３万円（令和４年度） 

従業員数   ９名 

延べ床面積   １４５２.５㎡ 

   主要設備   古紙プレス機 ４基（処理量：10ｔ/h、10ｔ/h、10ｔ/h、5ｔ/h） 

           車両平ボデー ３台    フォークリフト １１台 

 

５）事業活動の概要 

   本   社   管理、営業 

   神田営業所   処理工程・・・古紙回収、運搬、圧縮、梱包、出荷 

   戸田営業所   処理工程・・・古紙回収、運搬、圧縮、梱包、出荷 

 

６）登録・認証範囲 

   対象組織：全社組織を対象とする。 

   対象業務：全事業活動を対象とする。 
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７）許可・登録の内容 

   産業廃棄物収集運搬業 

 許可番号 許可年月日 有効期限 

埼 玉 県 01100075203 Ｒ３.11.５ Ｒ８.7.28 

廃棄物再生事業 

 許可番号 許可年月日 

埼 玉 県 第 1－６８号 Ｈ18. 5.16 

再生資源取扱業 

 許可番号 許可年月日 

千代田区 １千神保衛環き第17号 Ｈ１. 4.13 

 

８）処理実績（２０２２年） 

   収集運搬量     ６１１１ｔ 

   処 理 量     ６１１１ｔ（自社で選別・梱包）  

   取 扱 量      ８４３８ｔ（代納を含む全量） 

   再生資源化量      ８４３８ｔ（上記と同じ） 

 

９）環境管理実施体制組織図                （2021年 11月20日改訂） 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 管 理 責 任 者 

庄司 紀昭 
・ 環境管理システムの確立、推進 
・ 環境経営目標及び環境経営計画の策定 
・ 環境経営計画に関する実績の把握と代表者への報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

代    表    者 

 

庄司 紀昭 

 

・ 環境経営方針の策定、見直し 
・ 環境経営資源の準備 
・ 環境経営目標及び環境経営計画の承認 
・ 代表者による全体の評価と見直し 
・ 環境管理責任者の任命 
・ 効果的で必要十分な実施体制を構築する 
・ 実施体制においては各自の役割、責任及び構築を定め全従業員に周知する 

事務所責任者 
斉藤 眞子 

・ 環境経営計画の実施 
・ 問題点の是正措置 

神田営業所責任者 
井熊 竜一 

・ 環境経営計画の実施 
・ 問題点の是正措置 

戸田責任者 
佐藤 時吉 

・ 環境経営計画の実施 
・ 問題点の是正措置 

従   業   員 
･ 環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 
･ 決められた事を守り、自主的、積極的に環境活動へ参加 
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10）組 織 図 

         本   社   

        ↓   ↓ 

     神田営業所     戸田営業所  

 

 

３．環境経営目標とその実績・評価                目標値策定期日：2022年11月 

○は目標達成   △は未達成であるが基準年より改善  ×は未達成 

＊ 「 購入電力のCO2排出係数：東京電力の2019年度実績値（0.455kg･CO2/Kwh）を使用」 

※１ 上記実績評価は絶対数値の比較のみで、事業量の変化は考慮していません。 

環境経営目標 
基 準 値 

（2019年） 

目  標（対基準値） ※1 実績 評価 

2022年 2023年 2024年 2022年 

C O 2 排 出 削 減 
 

86,172㎏-CO2 

(1.0％削減) 

85,310㎏-CO2 

(1.25％削減) 

85,095㎏-CO2 

(1.5％削減) 

84,880㎏-CO2 

12.9％減 

75,047㎏-CO2 
○ 

電力消費量削減 

 

101,787kWh 

46,343㎏-CO2 

1.0％削減 

100,769kWh 

45,850㎏-CO2 

1.25％削減 

100,515kWh 

45,734㎏-CO2 

1.5％削減 

100,260kWh 

45,618-CO2 

24.0％減 

77,382kWh 

35,208㎏-CO2 

○ 

ｶﾞｿﾘﾝ消費量削減 

 

5,102ℓ 

11,836㎏-CO2 

1.0％削減 

5,051ℓ 

11,717㎏-CO2 

1.25％削減 

5,038ℓ 

11,688㎏-CO2 

1.5％削減 

5,025ℓ 

11,658㎏-CO2 

11.2％減 

4,530ℓ 

10,511㎏-CO2 

○ 

軽油消費量削減 

 

10,698ℓ 

27,600㎏-CO2 

1.0％削減 

10,591ℓ 

27,324㎏-CO2 

1.25％削減 

10,564ℓ 

27,255㎏-CO2 

1.5％削減 

10,537ℓ 

27,186㎏-CO2 

4.5％増 

11,184ℓ 

28,855㎏-CO2 

× 

灯油消費量削減 

 

144ℓ 

359㎏-CO2 

1.0％削減 

143ℓ 

355㎏-CO2 

1.25％削減 

142ℓ 

354㎏-CO2 

1.5％削減 

142ℓ 

353㎏-CO2 

18.1％増 

170ℓ 

423.3㎏-CO2 

× 

液化石油ｶﾞｽ消費量

削減 

 

22kg 

65㎏-CO2 

1.0％削減 

21.38kg 

64.2㎏-CO2 

1.25％削減 

21.33kg 

64.0㎏-CO2 

1.5％削減 

21.28kg 

63.9㎏-CO2 

24.5％減 

16.6kg 

49.8㎏-CO2 

○ 

廃棄物排出量削減 
 

62.61t 

1.0％削減 

61.98t 

1.25％削減 

61.82t 

1.5％削減 

61.67t 

83％減 

10.56t 
○ 

水道使用量削減 
 

526㎥ 

1.0％削減 

521㎥ 

1.25％削減 

519㎥ 

1.5％削減 

518㎥ 

36.3％減 

335㎥ 
○ 

有害化学物質混入率 － ０％ ０％ ０％ ０％ ○ 
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４．主要な環境経営計画の内容と取組結果の評価 

 ○は目標達成   △は未達成であるが基準年より改善  ×は未達成 

 

【次年度の取組内容】 

  本年度の各環境取組は次年度以降も継続して実施します。 

 

 

５．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

     

  弊社に適用される環境関連法規は、廃掃法・騒音規制法・振動規制法・消防法・自動車Nox₋PM 

法・千代田区温暖化対策条例・埼玉県地球温暖化対策推進条例等ありますが遵守状況を確認した結

果、違反はありませんでした。 

また、関係当局より違反等の指摘は過去３年間ありませんでした。 

 

 

 

環境経営目標 取  組  項  目 

評  価 

( 2022年９月～ 

2023年８月 ) 

 

二 

酸 

化 

炭 

素 

排 

出 

量 

の 

削 

減 

電力消費量削減 

照明の不必要時の消灯 

機械の不使用時電源オフ 

エアコンの温度管理（夏季28℃／冬季22℃） 

省エネ機器の設置（ＬＥＤ照明への交換等） 

○ 

○ 

○ 

× 

ｶﾞｿﾘﾝ消費量削減 

制限速度の厳守 

運搬経路の適正化 

アイドリングストップの徹底 

燃料消費量の把握 

○ 

○ 

○ 

〇 

軽油消費量削減 

制限速度の厳守 

運搬経路の適正化 

アイドリングストップの徹底 

燃料消費量の把握 

○ 

○ 

○ 

× 

灯油消費量削減 暖房器具の効率的使用 × 

廃棄物排出量削減 

一般廃棄物の分別の徹底 

裏紙使用や両面コピーの実施 

リサイクルの徹底 

○ 

○ 

○ 

水道使用量削減 
手洗い時の節水 

水道使用時に各自節水を心がける 

○ 

○ 

有害化学物質混入の削減 製紙原料への有害化学物質混入削減の促進 ○ 
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６．代表者による評価と見直し 

 

軽油及び灯油以外の項目は目標を達成する事ができました。灯油に関しては冬季の暖房燃料として使

用しており、その分他の燃料が減少していることを考慮すれば許容範囲内と思えます。しかし、軽油

に関しては昨年よりは改善されてはいるものの取扱量が減少しているにもかかわらず達成できていな

いのでより一層、運搬の最大化効率化を目指し走行距離の抑制及びエコドライブ等の励行により使用

量削減に努めていくことが必要です。また、コロナ感染症が２類から５類に移行されたが従業員の健

康と安全を守ることは優先されるべきであり感染対策としての換気等は必要不可欠であるので、エネ

ルギー削減に固持することなく、空調機使用時の適温保持に努めることも重要です。 

引き続き一人一人が環境経営システムにおける自らの立場、役割を自覚して取組み、環境問題におけ

る改善活動を推進することを心がけ行動します。地球の温暖化は確実に進んでおり、今後も環境経営

方針・環境経営計画、環境経営システムに基づき、より一層の環境問題に取り組むことに努めます。 

 

以上 


